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桜井錠二は,日 本に理論化学を紹介した人として,ま

た化学教育,科 学研究の組織等の貢献においても,黎 明

期日本の化学の基礎を築いたとt うヽ功議は, 日本化学史

上では必ず書かれてきている.ま た,晏 井教授に直接学

んだ松原行一の 「イテ子」,大幸勇吉ら追惇支 (学士院記

要一英文一)お よび柴田雄よつ ・桜井錠二先生」(イヒ学16

(4)366～ 371)等 :二おいて,そ の人間像はたたえられ

ている.し かし,現 世代に至っては,桜 井の論説,そ の

他を実際に読んでいる人は意外に少ない。ここでは,桜

井錠二の化学とは何かについて,そ の原著述を中心にみ

て行きたい。                ら

“国 家 卜理 学 "

桜井錠二は,明 治 31年 12月 11日 ,東 京学士会院の

例会講演において,「 国家卜理学」と題して, 日清戦役

後の状況を述べてから,明 治化学者の一般的性格を反映

して富国強兵策と理学振興の必要を説いている。

「……世人が理学を誤解すること一様ならずと雖も,

其最も普通にして且最 も甚しきは,純 正理学即ち応用を

直接の目的とせざる理学は,何 ら益なきものなりと思惟

するもの して, の如き誤解は,国 家の発達上有害と

なること少からず, しかも社会の有力者にして往々此種

の謬見を有するものあるは,実 に遺憾の至りなり。畢党

理学の何たるを知らぎるに起因するものなれば,之 を正

しユつ理学の国家に,人 生に須要なる所以を明にするは

政て無益の業にあらぎるべきを信ず」と.

桜井錠二の研究,教 育,啓 蒙等はこのような考えて一

貫 している。

彼の場合は,早 くより英学に就き,長 井長義や琲和為

昌のように漢学や蘭学の紫養を永 く温存することなく,

池田菊苗のいう比較的単一な教養を身につけた方である.

1858年 (安政 5年)8月 18日,加 賀の金沢に生まれ,

1869年 (明治 3年 )11才 のとき,金 沢に設立された英語

学校 (致遠館)に 学び,ま もなく能登半島の七尾湾に臨

む七尾に設立された語学所に,選ばれてイギリス人 OSbOrn

こつ1 てヽ ,た月の間学んだ,

すでに維新に載元されたとはいえ,い まだ諸制定まら

ず,各 藩の学問所も相次いで改廃され,廃 藩置県,中 央

集権制への動tの 中で,賢 母は子供の教育のため,い っ

さいを整理して上京 した。東京への道はこの時すでには

じまっtい たのである。

ウィ リア ム ソ ンに学 ぶ

桜井錠二は5才の年 (1863年)父 を失ったが, 3人 の

兄弟をりっばに育てられた母堂の苦心については,そ の

著 「思い出の数 」々(昭和 15年)の 中で敬慕の念をもっ

て語っている。

上京の年ただちに大学南校にはいり, 5年 後,英 国留

学生に選ばれるまで各藩からの年長の貢進生に互して勉

強し,化 学を外人教師フト十ンソンに学んだ一人である.

大学を卒業しないうちに,杉 浦重剛らと共に第 2回留

学生としてァメリカ経由でロンドンに着いたのは 1876年 (明

治9年 )8月 18日,18オ の誕生日であった.10月 になっ

てロンドンの University COllegeにはいり, ァトキンソンの

師ん W.ゥ ィリアムソン (1824～1904)について化学を学ん

だ.現 在の高校生の若さで,科 学の伝統あるイギリスに学

び,優 秀な成績をおさめて 1879年 ロンドン化学会終身会

員に選ばれたのである.

ウイリアムソゴま化学者としてすぐれていたばかりでなく,

日本との関係も深 く,幕末以来,横浜に来ていたジャーディン

・マンソン商会を通して,明 治初期のイギリス人教師ァトキンソン

やタイリ,―ス等を紹介したのも,維 新前年に英国に渡った

82 MOL



長州の青年たち (伊藤俊介のちの博文,井 上聞多のちの

馨ら)の 世話を引き受けて以来のことである。

桜井は,留 学 5年間に 「二価の炭化水素基を含む金属

化合物」すなわち有機水銀化合物 CH2HgL,CH2(HgI)2

などをはじめて合成し,ま たメチレン基をもつ水銀ョゥ化物

を塩化物に変えて,メチレン水銀ョゥ化塩化物を合成した。

これら一連の化合物は,そ の後次第に発展をみた有機金

属化合物の研究に先鞭をつけたものであると共に,ゥィリ

アムソンの基の研究に端を発する構造rヒ学上の重要な問題

であった:

24才 にして東大教授となる

1881年 (明治 14年)帰 国して東大講師,翌 年教授と

なる.時 に 24才 .若 年にして日本人教授として化学教

育の開始に当たり,研 究中心を放棄して,講 義中心に,

物理化学,構 造有機化学等の理論の説明をはじめた。ま

ず 「化学卜物理学トン関係」において物理学の重要性をの

。・く ,

「……物理学ノ助ヲ要セスシテ化学分析術=熟達シ得ルモノハ之

アリ 然レドモ唯其分1斤スルフ以テ化学ノ趣意トナスニ非ズ 化学

版 子ノ震動二因テ生ズル所ノ変化ヲ審究スルノ学ナリ」

「二個以上ノ原子衆合ンデ分子フ成ス 物理詢 、其分子ノ震

動=因テどL ルヽ所ノ変化ヲ審究スルノ学ナリ」

と定義して,単 に分析したり合成したりするだけが化

学ではなく,一 つの科学としての化学の立場をはっきり

と示した.さ らにギリンア原子論とは異なる近代化学とし

ての原子,原 子量等,化 学用語の定義と訳語の統一をは

かり,生 物学もまた 「之ヲ生物ノ化学及じ物理学卜云フモ亦

虚言二非ザルフ信ズルナリ」と生物科学の物理 ・化学的側面を

ものべている.

“熱化学論"の 紹介  ‐

「熱化学論」では,彼の理論化学の立場が明瞭に示され,

ラボァジェの燃焼理論にはじまり,詳 細に歴史的に論述し,

勺レテロー,トムセンを挙げてこれを批判してのち,ゥィリアムソ

ンの熱化学論を相介している.

「ウィリアムソ」島 動ヽ勢化学(ヶ二ヵル・ダイナニックス)ノ必要す

ルヲ首二其雄弁ヲ以テ切論ンタル人三ンテ 吾人ノ熟知スル如ク

エテリフィケーション~~~工~テル生成ノ義―――ノ試験ョリ考究 ンテ

遂J京詢、不断運動スルガ故=之ヵ為=化合ヲ惹起ストノ思想フ

始メデ推論tり.

其言二日ク
・

『此ノ如十事実ョリ演繹スル理論ハ到底不完全ナルフ免レザル

事知ルペシ 然ルニ現今化学的理論及事実フ獅 二特二既二

己=此弊=陥レリ 彼原子論ヲ看ヨ 其説ク所ハ只化合ノ単

比例卜確定比例トニ止ルノミ故二此原理二拠テ推究スル単一

化合物及確定化合物ハ固ョリ好結果フ呈スト雖モ何ツ知ラ

昭和 41年 6月 号           
｀

ン此等ノ化合物ハ僅二此レー小部=止リテ其吾人ヘ

tlrルモノ尚世二無限ナルフ

余思ラク 化学者ガ今日二至ルマデ確乎卜是認ンテ講究セ=

化合物ハ格外二単一ナルモノノニ 而ルニ化学者ノ思想ハ只専

ラ此点=ノニ遂聰 テ敢テ他二及パズ 此し即到票子論 ナル者

ハ尚ホ静態ヲ論スルニ止マリデ未メ豪モ動態二論及tザルガ故ナリ

ト 抑 原ヽ子論ハ従来暗二原詢 常ヽ二安息ノ状態フ存スト云

ルヽ極メテ不完全ニシテ且ッ正理,失シタル仮説二謬惑tラレシナ

リ 然ル=今ヤ動勢化学二於テハ断然此仮説ヲ廃菜シ更二原

子ノ運動ヲ主張しテ其遅速ノ度卜其種類ノ如何トヲ考究シ

則チ之ヲ是認シテ都テ原由(因)ヲ親和力引力等其他ノ隠力

二帰スル種 ノ々化学的現象ヲンテ悉ク此―事実 〔原子運動ノ

事実〕ノ下二釈tシメントスルナリ 而ンテ此事実ハ将来原子論

卜併立ンテ相用しラルルト否卜=関tス到底運動ナル事力 全ヽク

特固ノ事実ニシテ奄モ理論ノ関スル所二非ズ 即チー物体ノ性

質力如何二概念サルルモ其之ヲ固有スル物ハ常二運動ンテ止ム

事ナク之二由テ彼化学結合ノ現象ヲ呈出ストノ理由二於テハ敢

テ裂ご電スル事ナ十ナリJ

卜.」

ウィリアムソンに学んだ桜井の化学と: 同じ噴ドイッに在っ

てホフマンに学んでいた長井長義の実験有機化学とはあき

らかな相違がみられよう。

“電 池 ノ理論 "

さらに桜井は 「電池ノ理論」の講義では溶液論との関.

係において論じ,「ァニド・スルフォン酸ノ越歴伝導」を測定

して構造の考察に及んでいる.そ の実験においては, ァ

ルレニウスの創意による装置を 自作して用い, 感応コイルを

利用し,ファラデーの法則を応用して計算するに当たって

は越歴流 (電流),分子伝導,抵 抗容等の用語の定義を

説明しながらすすむ.恒温槽(25°士ギ等:こ)を組み立て,

蒸留水は再蒸留の方法によらず1結 氷法によ7て つ くつ

た.こ れだけの用意を整えてから目的の実験がはじめら

れるのであるが,そ の結果,ァニド酸類の構造は,ァニド基

をもつ一種のァンじニア塩であると結論した.先 に 「グリココ

ルの構造」についてァニド酷酸ではなく一種のァンモニア塩で

あると主張したところと一致するものである.さ らにァ

ニドスルフォン酸ナトリウムについて稀釈実験を行ない,LE些フ

の式とファントホフの式両者とも稀釈律をよく表わすことを

確認した (上記ァニドはアニノのこと)。

その解離式は,今 日のァニノ酸の酸塩基平衡式に先がけ

るものである.

また 「溶媒卜溶液ノ昴騎点ヲ】」リテ分子量ヲ確定スル」ため

にペッ″ ン法を改良して 池田11苗と共に分子量測定装置

をつ くった。               
‐

化学教育法の原理

しかし,桜井の牟t粋に研究論文といえるものは留学中

職
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の研究に限られよう.帰 国後,東 大教授としては, もっ

ばら教育に,科 学行政,学 術振興の面に多くの労力と時

間を費やさぎるを得なかった.

桜井の化学教育法の原理は,

「先ッ実地試験ヲ以テ略ホ化学作用ノ意味を了得シ, 然ル後

漸ク進ンテ化学上ノ原理ヲ推究スルヲ以テ順序トナスヽ シ・……

又化学ハ教師ノ之レヲ生徒二教ュルニアラた″ 生徒ヲンテ歩t之

ヲ学′しムルノ案内者タルニ過ギザルペシ……」 (「化学授業法」

明治 17年 2月 10日 大日本教育 会 での演説より)

という方針であった。

桜井の研究室では,い たって放任主義で,あ れこれと

指図することがなかったといわれているのも, こういっ

た指導原理に基づいてのことだったのであろう。たとえ

ば化学方程式の説明においては, ロゥックの燃焼実験から,

ラポアジェの燃焼理論および 物質不滅の原理 を説明し,さ

ら:こ「炭素ノ変化」については, イギリス社会 の伝統的な

教育の在り方を示している一例ともいうべきファラデーのク

リスマス講義 「ロウックの科学」 (矢島緒利訳 岩波文庫)の

ように興味深い話しぶりである.ま ず大理石に酢酸をか

けて,生 した泡が炭酸ガスであることをたしかめてから,

例をあげたのち,

「……左れば薪等より,木 の葉より,動 物より,火 山地

方より生したる炭酸ガスはどこへ行きましたろう.其 行

衛が少しも分りません。今この問題に解を下すに先ち皆

様の御注意を仰ぎたきことあり,草 木の生長することに

付て御注意仰ぎたし.

今一つの皿に砂を盛り之れに何ぞ首を植え付けて怠ら

ず水を注げば苗は生長して遂に立派な樹と成りましょう。

而してこの砂には有機体即ち炭素を合めるもの少しも有

りませんから砂が木に変する訳もありません.又 水も同

じく木に化けるわけありません.水 の事に就ては次会に

於て教授久原(嗣弦)君より委しきお話がありましょうが,

水の木に変ずることは決してありません。されば草木の

生長して其目方の漸 増々加するのは何処に原因あるやと

問ふに土でもなく水でもなければ,畢 寛空気ではあるま

いかという考が起りましょう。ここに於て初めて空気中

の炭酸ガスの行衛が少し計りわかりかかりました。……」

まだまだ話はつづ くのだが,こ このところは,フ,ン・

ヘルモント (1577～1644)の柳の 実験をおもい出させる.

しかも,そ の同じ実験に近代化学の到達した時点におけ

る物質の反応と質量不変の法則に基づいて説明を加え

理論化学へと導いてゆ く。

炭素については,さ らに教員学力検定試験に,

「炭素ノ原子量升 ニトナスハ何ノ故ナリヤ」

という問題を出した。どうしてこの問題を出したかとい

うに,教 師は動かすべからぎる宣言としてこれを生徒に

教え,生 徒は,教 師の言をそのまま丸暗記して,そ の理

由を考えてみようとしない。これては科学ではないと考

衰 1 桜井鐘二の論文リスト

(1) Metalit compounds containing bivalent hydr∝arbon radicals,Part I Journ.Chem.S∝ 。,37.658(1880)

Part肛        ″      39。 435(1881)

Part肛         ″       41.360(18● )

(2) Methylene chlor‐ lodide,J.C.S., 47.198(1885D

(3)NotcB on the Specific volumes of aromatic compOunds,J.C。 11.S.,2.405(1889)

芳香化合体の分子容。東理記 2.405～412(明治 22年 )

(4) Determination of the temperature of steam arising from bolling salt solutions,Jo C011.S.,o.1(1894)

J.C,S.,01.495(1892)

沸騰液より発生する蒸気の温度測定.東 理紀 0.1～ 19(明 治 27年 )

(5)Not“ on an observation ol Gerlach,of the bouing poht of a solution of Glauber's salt― ,J.ColloS,0.21

C1894p,Proc.chem.Soc.,94(1892)

グローバー塩溶液の沸騰点に関するグルラッハ氏の観察について.東 理紀 0。21～22(明 治 27年 )

(6) MOdifiCation of Beckmann's b。1ling point method of determining the mOl∝ular ineight of substances in

solution,J.C。11.S.,o。23(1894),J.C.S.,01.989(1892)

溶質の分子量測定に関するベックマン氏方法の改良。東理紀 0。23～41(明 治 27年 )

(7)COnstitutbn of glycocoll and its derivatives,J.Coll.S,,7.87(1895),Pr∝ .Chem.,9o(1891)

(8) COnstitution of glycocine.Pr∝ .Chem.S.,38(1896)

(9) LfOlecular conductivity of amidOsulfonic acid,J,C.S。 ,00. 1654(1896), J.C。11.S.,9.259(189つ

アミドスルフォン酸の越歴伝導.東 化 18.43～74,東 理紀 |.259～271(明 治 30年 )

0の  Some point in chemical education,British Ass.Rep.Glasgow,612(1901),Chemo News,o4.151(1901)

(11)1■ ternational atomic weights,Chemo News,oO。 3■ 0904)
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表 1 主として東洋学芸雑誌に掲載された桜井錠二の論文,演 説記録,文 献紹介,批 評等 (表中の大数字は東洋学

芸雑誌の号数,細 字はベージ)

(1)メ ンデレエフ氏原子量ノ周期定律ノ概略ヲ講述ス 東京

数学物理学会記事巻二 (明 治i3年1月,11月 )

(2)化 学と物理学との関係を論ず 11.3

(3)熱 化学論1～ 3 22.44,77,101

(4)化 学命名法フー定スル論 20.254         .

(5)化 学授業法 (図わ 31.1

(6)炭 素ノ変化 35,158,30.187「 37.203,38.213

(7)化 学m7itの進歩 (東化年会演説)41.202-205

(8)女 子ノ鉢育 87.311

(9)プ ドウ糖の合成 77.88

(1の 熟卜化学作用トノ関係 80.232(明 治 21年 )

CID 理学者の快楽 84.437(明 治21年)

(1つ 瓦斯体並二EIF状  02.221(明 治22年)

(13)東 洋学芸雑誌第百号の発兌二就テ 100.2

(1つ 酸 卜塩基 卜言ヘル語ノ意味フ精確ナラシメ化学命名法ニ

及プ 102.144(明 治a年 )

CID 化学教育上ノ意見 103.177(明 治23年)

C6D 中沢教授二答ヘニツ質シ兼テ化学教育上ノ意見ヲ詳述ス

100.553(明 治
"年

)   `

Clつ 東京女学館の理学講義第一回 空気 110.“ 5(明治24年)

(18D 炭素ノ原子量ヲ十二トナスハ何ノ故ナリヤ 120.551

(明治24年)

0の  瓦斯 卜電気 124.1(明 治25年)

0の  沸ロセル水溶液ヨリ発生スル水蒸気ノ漁庁 130.355,

131.385(明 治

“

年)

C21)溶 媒卜溶液ノ沸騰点フ測リテ溶質ノ分子量ヲ確定スルノ

方法 133.521(明 治る年)

C222 フアント・ホッフとフィッシェル (東化第15年会演詢

130. 161 (明治26年)

0う  沸騰溶液より発生する蒸気の温度測定 119。219,(帝

国大学紀棗理科第6冊第1号)(明 治267)

C20 グラウベル塩溶液の沸騰点に関するグルラーハ氏の観察

に就きて 130.219,(帝 国大学紀要理科第6冊第1号)

(明治お年)

C25D 溶質の分子量測定に関するベックマン氏方法の改良130.

219,(帝国大学紀要理科第6冊第1号)(明 治26年)

C262 グリココル及其誘導体の構造 152.259,(帝 国大学紀

要理科第7冊第1号)(明 治27年)

0つ  溶液論 155.440,150。 461,157.523,150.578(明

治274)

えたからである。この間は,原 子量とは何であるか,分

子量とは何であるか,と いう化学の根本原理から誘導し

て行ってはじめて説明し得るところである,と 。 学ぶ

ことに,ま た教えることに苦心してきた桜井の体験がう

かがい知られるところである。

“化学教育上ノ意見"

明治 23年 「化学教育上ノ意見」を発表して 中沢岩太

昭和 41年 6月 号

0の  元乗二関スル思想ノ発達 100.9,101.55(明 治28年)

255.547(明 治郡 手)

0り  砂結論続 (明治29年 4月 4日東化第18年会演説)115.

147(明 治29年)

C3の 電池の理論 191.327,192.378,

年)

C31)固 体の溶等速度(ノイエス&ウ ッ

449(明 治30年)

東化 10.21(明治30

トネーを紹介)103.

02)放 香族アルデヒドの新合成法 195.533(明 治30年)

C33)オ ストワルド小伝 200.199(明 治31年)

C34)ス ペクトルと構造 107.82(明 治31年)

C35D 国家卜理学 (明治31年12Hll日東京学士会院例会議決)

200.1(明 治32年)

C36)グ ラスゴー大学創立 450年祝典に臨む 238.298(明 治

34■「)

0つ  グラスゴー大学より L.LD.名 誉学位を受く 238.339

(明治■年)

C38)近 信 230,430(明 治

“

年)     .

(")欧 米巡回雑記 240～ 253.219‐459(明 治35T・)

C40D 水素ガスの性化に就て (ジュール●キムソン効果)240。

275(明 治

“

年)

(11)電 気当量 253.463(明 治354)

C422 婦人の読書と国民の修養 (明治

“

年11月11日婦人読書会

総会演説)201.539(明 治36年)         .

C43)子 爵 浜尾新先生を悼む 511.37

文献紹介・批評等

(1)ラ ムゼー著 桜井錠=訳 「化学理識之実験証明」(丸書)

131.486(明 治25年)

(2)● ―ター・マイヤー原著 近藤会次郎訳 「化学原論」

1,L“ 0(明 治
"年

)

(3)The JOurnal of Physical Chemistry lo4。 45(明

治∞年)           ,   ′

(4)大 幸勇吉欄 「実験化学教科書」100.141(明 治30年)
(5)タ ロース,コ ーレマン合著 .吉井。日村 ・黒田共訳 「定

三分析書」192.413(明治304)

(6)大 幸勇吉著 「近世化学教科書」(富山房)100. ■7(明

治31年)

(7)オ ストヮルド原著 桜井錠匡執閲 亀高徳平訳述 「再版

分析化学原理全」(宙山房).(明治32年)

教授と意見をたたかわしているが,そ こに桜井の教育原
理が明貯にあらわれている.

「……移多ノ物体=就十其製法 ・性質等ヲ極メテ詳細二論シ

而シテ 実験科ノ設ケァルトtJ  ヽ 単二定性及じtEl分 析ヲ演習

セシメテ事足レリトナスモノノ如ン 斯ル授業法ハ 化学術=長ジタ

ー
遭スル能′ゾ 何トナレバ 其教ルトコo個 独々立ノ事実二渉リデ
少シモ化学現象ノ全体フ総括スル事ヲ務メザレけり之フ讐、ン=

85



畿寺ノ:ヒ学授業法ハ無数ノ単語 ・字句等ヲ教  ヽ 文法ハ更ニ

之
'雪

ニザルモノノ如シ 随デ 現今一般二用しラルル教科書モ亦

夕救シテ字書体ノモノニシテ事実ノロ録ヲ編集シタル如キモノナリ̈ ・

・・‐余ヲ以テスレバ六土有余ノ単体二就十 各 其々所在 ・製法。

及じ実験上詳し勒方 教育上ノ価値ァル数倍ナルフ信ズルナリ::1

,ヴォガドロー,デュロン,及 リチー,メンデレエう等ノ諸定則ノ意

味卜応用ヲ充分明カナランメ 又 ローラン,ゲルハート,ウイルリア

ムリン, ケ十ュレー等ノ研究ョリ得タル吾人ノ思想ヲ説明シロッ熱

化学及じ化学動力学 (ヶ二ヵル・カイネチしクス)・ノー斑ヲ授クル
フ要ス」と.

こういう考え方に立って,教 室にあっては ゥィリアムソン

の化学を講義したのである.

さらにまた中沢岩太教授の意見に答えている中で,

「・・・・̈欧洲二於テハ数百年ノ間化学ヲ講」来リタルモノナレバ

其方法凝結シテ之レガ改革フ謀ル事難カルペケレドモ幸二我日本

螢 デハ比学ヲ講ズル事歳未影 、シカラズ 之ヲ講ズル事歳未タク、

妻ちズシテ/1・国=行ヮルルフア法ヲ知り且ッ其欠点ヲ発見シタレバ不

完全すルモノノ本邦二未ダ凝結tザル前二於テ之レヲ改良シ我子弟

ノ教育上ノ幸福ヲ謀ラザルペカラズ 是レ本邦人ニシテ化学ヲ専修

シ其教育二従事スルtノノ義務ナリ̈ ¨̈ 」といっている。

桜井の革新の気風が知られよう。若い生命を何に燃や

し尽 くすか。その膨沸としてたぎるところ,社 会を動か

す原動力となる.明 治の ェネルギ…もこのようなところか

ら生まれてきたのではなかったろうか。もちろん,一 面

においては若気の至りとして批判を受けることもまぬが

れなかったであろう.

“理学者ノ快楽"

結局において桜井の科学観は,明 治という実利的時代

の要請に応しながぅも,Natural philosophyとぃう立

場を見失うことはなかった.

「理学者の快楽」すなわち,科 学者の理想とするところ

について次のようにいっている。

「……凡テ国民タルノ義務ヲ能ク尽サント欲スルモノハ其ノ少年ノ

時二於テ理学上ノ思想フ充分発育シ 理学ノ方法ヲ充分練習

スレハ 後日二至テ其成業ヲ助クル事 砂少二非ラザルペシトハ余ノ

深ク信スルトコロナリ 然ルニ世二理学フ無益トスル者ァルハ何故ソ

其理由ノ~ハ世人ノ之レヲ誤解スルニアリト雖モ又―ッニハ理学

ヲ授クルノ法方其宜キフ得サルニアルナルペシ 理学ノ教師ハ教師タ

ルモノニアラサルナリ 生4走卜与=理学ノ等2`主タル
～
″ …̈何ソ他A

ノ得タル知識ヲノニ之レ授ヶン・・……右ノ女口十数多ノ事実ヲ取り経ム

ルト]ロノ思想ノ発見  ヽ 理学ノ最モ高尚ナル結果=シテ 容易ニ

之レヲ為スヘカラスト雖モ如斯十発見トテt一時ノ出来事ニアラス

数百年間ノ観察或ハ実験ニョッテ得タル結果ヲ比較シ 諸方ョリ

之レヲ研究ラテ遂ニーッノ法則トナルタルモノナリ 理学者ハ悉笙

ュートンタルフ得ズ ヶブレルタルフ得ス ターゥィンタルヲ得ザルナリ

然リト雖じ真ノ理学家ハ知識ノ増進者タリ 知識城ヲ建築シ

之レフ完全ナランメ2レ=美ヲカロフルトコロノ職人ナリ̈ ¨̈

理学者ノ快楽トハ 自身ノ研究ニョリテ世界ノ知識フ増進シテ

即チ知識城ノ職人タルノ栄位置二立チ得ル事ヲ云フナリ 此レ真

ノ理学者ノ以テ最上ノ栄誉ユッ快楽トナストコロナリ.」

ここに自然科学者としての桜井錠二の基本理念がある。

(成祭大学 政治経済学部研究室 [ヤマンタアイコ])


